
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

評価指標

事業の計画・内容
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整備内容 運営体制
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事業費（人件費除く）の財源内訳
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実績 155
目標 1,500

目標

実績
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余野雅昭 連絡先
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報償費
需用費

218

384

関連事業
年度

　委託先

平成２０年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

文化団体サークル及び教室参加市民

（※対象件数

根拠法令・要綱等 社会教育法

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

7

公民館教室を7教室開設した。文化協会３９サークルの活動支
援をした。また、学習成果発表の場として展覧会も開催した。
・教室名…男たちのピアノ教室、療法的音楽活動(まどろみ)、
　ア・ラ・カルト、心に優しいオカリナを吹こう、折り紙の部屋、
　絵本の時間、朗読ボランティア勉強会

・参加し、学ぶことの楽しさを育んでいくことが高齢者に
とって重要なことであり、参加者には生きがいとなってい
る。
・公民館教室参加者に対する意向の聞き取りや、来館者
に声かけを行い新たな教室の内容検討に反映させてい
る。

(千円)
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旅費5
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金  額

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

負担金補助及び交付金

役務費
使用料及び賃貸料

平成１９年度 決算内容

文化サークル活動の活性化及び教室を開設することにより、市民
の生涯学習意欲の向上を図る機会が確保される。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容
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223
907負担金補助及び交付金1,036
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1,964事業費計(A) 　 Σ
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137 役務費
使用料及び賃貸料
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使用料及び賃貸料

役務費

　 　 　
事業費計(A) 　 2,039

470
5

3,479

0.20.3 人 2,160 人件費（Ｂ）

社会教育費

　 　

　 (千円)

850

公民館費

公民館活動経費

公民館事業経費

2,039

174

　 Σ

総合評価 事業の方向性

1

9122

444

事業の成果を測る指標

受講者(参加者数)

いがまち展覧会入場者数

評価項目 ポイント

2,039

報償費
旅費
需用費
役務費
使用料及び賃貸料

負担金補助及び交付金

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

年齢層の広い幅で学習出来る機会、内容を提供し、社会教育法に定める事業として継続して開設することが必要。

公民館学級、展覧会を開催することにより、今後も学習の場、発表の場が提供することができ、学習意欲、参加意識が高
まる。

計画した事業は実施できた。

受講者数の定員確保に努めることが、より効果、効率性を上げたこととなるため努力する。

(千円)

平成２４年度 計画内容
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160 160
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8

Ａ 現状維持 市民ニーズに沿った教室の開設を行う。そのための意向把握に努めた。展覧会は継続し実施する。
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直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


